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DLD・1生存細胞数は、 Effector/Target (E/T) 
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図 l A～H：各業)'flJを添加したときの KHYG・1とOLD・1剣胞の共.lit/i24 I寺I日後の生存DLD-1細胞数をl成光
度で示した。OLD・1絢l胞は 10000例措租した。0: DLD-1単独椛必、 625:KHYG-1細胞を 625例加えて共
場益、 2500: KHYG-1細胞を2500例カIえて共培美した。
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